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１．はじめに  

 アンカーに作用する緊張力は，地盤のクリープや引張材のリラクセーションなどにより時間の経過とともに徐々

に低下する．また，緊張力の低下は，初期緊張力から定着時緊張力を与える施工の初期段階とその直後に大きいと

されている．このようなアンカー緊張力の初期段階の低下は，アンカーを施工する地盤の亀裂の発達や風化の程度

などの地質条件によって異なることが考えられる．そこで本研究では，火成岩，堆積岩，変成岩を対象に，法面の

岩級区分が，アンカー施工後の初期段階における緊張力低下に及ぼす影響について検討した． 

２．対象としたのり面 

 対象とした法面を表１に示す．本

研究では地質を火成岩，堆積岩，変

成岩に大別し，それぞれの地質にお

いて，アンカーの施工状況，風化の

程度，岩級区分が異なる計 8箇所の

法面を対象に，施工されたアンカー

での荷重計計測結果を基に検討し

た．なお，本研究の対象は全て二重

防食のアンカーである．

３．火成岩の緊張力低下

花崗岩および濃飛流紋岩に施工したアン

カーにおける，アンカー定着からの経過日数

と定着時緊張力に対する緊張力の残存率

（Rpt）の関係を図１に示す．アンカー施工

法面の風化が進んでおらず，地質状態が良好

な岩級区分が CH級，CM～CL級に区分される

法面Ａおよび法面Ｂでは，緊張力低下がそれ

ぞれ 2%程度，4%程度と小さいのに対して，

法面の亀裂の発達や風化の進行に従い，岩級

区分が CL～Dに区分される法面Ｃでは 5%以

上，岩級区分が D級に区分される法面Ｄでは

最大 15%程度の緊張力低下が確認された．

４．堆積岩の緊張力低下 

 美濃帯泥岩，砂岩である堆積岩に施工した

アンカーにおける，アンカー定着からの経過日数と定着時緊張力に対する緊張力の残存率（Rpt）の関係を図２に示

す．本地点では同一法面において，亀裂状態の異なる切土法面に施工したアンカーと自然斜面に施工したアンカー

を比較した．切土法面において CM～CL級に区分される箇所に施工したアンカーに比べて，亀裂質岩盤で CL～D級
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表１ 本研究の対象法面と地質条件 

図１ 火成岩での経過日数とアンカーの Rpt(%)の関係 
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に区分される箇所に施工したアンカーで緊

張力の低下が大きくなる傾向が認められる．

また，破砕帯あるいは自然斜面に施工したア

ンカーにおいて緊張力低下が大きく，定着後

100日で 20%程度の低下が確認された．

５．変成岩の緊張力低下

 領家変成岩類，泥質，砂質および珪質片麻

岩に施工したアンカーにおける，アンカー定

着からの経過日数と定着時緊張力に対する

緊張力の残存率（Rpt）の関係を図３に示す．

アンカー施工法面の風化が進んでおらず，地

質状態が良好な岩級区分が CH～CM級に区分

される法面Ｆでは，最大 4%程度の緊張力低

下が，風化が進行し CM～CL級に区分される

法面Ｇでは，最大 10%程度の低下が，さらに

風化が進行し CL～D 級に区分される法面Ｈ

の切土から施工したアンカーでは，最大 20%

の低下が確認された．また，法面Ｈにおいて

は，自然斜面で施工したアンカーの緊張力低

下が顕著で，定着直後の数日で Rptは 65%以

下まで急激に低下した．法面 Hは，トンネル

施工の影響も考えられるが，切土と自然斜面

の施工で緊張力の低下量に差が生じている．

６．まとめ

表２に地質条件（岩級区分）によるアンカ

ー施工後 30 日後の Rpt の平均値を示す．火

成岩の 30日後の Rptの平均値は，CH級で

99.0%と定着後の緊張力低下がほとんどなく，CM～CL級で 96.2%，CL～D 級で 95.3%，D 級で 92.0%と低下量が大

きくなる．堆積岩は，CM～CL級で 96.2%，CL～D級で 92.0%，さらに CL～D級岩盤の自然斜面のアンカーで 84.1%

となった．変成岩は，CH～CM級で 98.6%，CM～CL級で 94.4%，CL～D級で 81.90%，CL～D級岩盤の自然斜面のア

ンカーで 77.4%となった．以上からアンカー緊張力の初期低下は，地質条件と相関することが分かる．

 アンカーの緊張力は，施工する地

盤の亀裂の発達や風化の進行，表層

の緩みなどにより拡散，分散すると

考えられる．アンカー緊張力と地質

条件の関係を把握することは，初期

的な緊張力低下に対する施工方法

の検討や工夫にとって，また維持管

理段階のアンカー健全度の評価に

とって重要である．今後は，長期的

な緊張力の変化についても分析を

加えていきたい．

図２ 堆積岩での経過日数とアンカーの Rpt(%)の関係 

図３ 変成岩での経過日数とアンカーの Rpt(%)の関係 

表２ 地質条件と緊張力の初期低下量の平均値（30，50 日後） 
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※堆積岩の自然斜面は，荷重計1基によるものである．

変成岩

亀裂質，破砕帯

美濃帯
泥岩，砂岩

Ｅ

領家
変成岩類
泥質，砂質
珪質片麻岩 風化・多亀裂 CL～D

地質条件
基盤岩

ﾃﾞｰﾀ
数

Ｈ

CL～D

施工条件

切　土

切　土

切　土
火成岩

堆積岩

種 別
法面
番号

切　土

ﾄﾝﾈﾙ
坑口

切　土

切　土

自然斜面

切　土

切　土

土木学会第73回年次学術講演会(平成30年8月)

 

-856-

Ⅲ-428

 


